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グループ夢分析・自己の再発見・人間関係の構築・非言語的コミュニケーション・

共感力・発想力  

 

【問題と目的】本研究では、グループで夢見を検討することで、我々にどのよう

な発想をもたらしたのか、また、対話することの意義について明らかにすることを

目的としている。昨今、様々な IT 企業において、「マインドフルネス瞑想法」が社

員研修に取り入れられている。特に Google 社では、2007 年に「Search  Inside Yourself(=SIY)」

というリーダーシップ・パフォーマンス向上を目的としたプログラムも開発されている。このように

最先端の情報技術を扱う企業で、自分の心身の状態の認識を促す研修を積極的に取り入れるのはなぜ

か。コンピュータやデータ通信が急速に発展していく現代において、我々はより深く自分を見つめ直

す必要があるのではないかと考える。古代より、夢見は、我々の意識を超えて、その人の存在の根底

に あ る何かを知らせる 神仏のメッセージと捉えられ 、心の治療に用いられてきた

（Meiyer,C.A.1948/1986）。Freud,S.(1900/1969)は、「夢見は無意識への王道」として、精神分析を

創始した。これ以降、夢見に関する臨床研究は、個人を対象とした夢分析による心の治療事例が中心

である。一方、ミシン針の穴の発見（Elias Howe,1846）、小説「ジキル博士とハイド氏」の創作

(Robert,Louis Balfour Stevenson,1886)など、夢見が、人間の科学的発見や芸術活動において、創

造的な発想をもたらすことが知られている。このように、夢見は我々に認識されることによって心の

癒しだけではなく、新しい発想や洞察をもたらす。こうした知見を生かし、夢見をグループで話し合

い、各自気づいたことを伝えるなどの対話を通して得られる気づきの意義について考察しようとする

点が、本研究の独自性である。夢見を通して、人間の心の奥深さに気づくことが、新しい発想や共感

を産み、人間関係づくりや創造的思考を可能にするのはないかと考えた。【研究方法】各自が枕元に

メモを準備し、夢見を記録し、発表可能なものを選び、当日に持参する。7 名グループ（＋ファシリ

テータ）で、1 名ずつ夢見 1 個を提示する。次に、夢見について個人の連想を話してもらい、残りの

メンバー（聴き手）が感じたことなどを伝える。さらに個人の気づきや気持ちの変化などを話し合っ

た。【結果と考察】 (1)自分でも普段、気づいていない心の課題について触れ、自他理解を深めるこ

とができた。(2)価値観や感性の異なる人々と対話することで、様々な観点から理解するための切り

口が見つかり、意外性、奇想天外性、わからなさなど、思いがけない新しい発想や気づきが生じた。

(3)夢見の細部を思い出し、イメージが鮮明になり、提示された課題（不安や恐怖など）を受けとめ、

皆で、乗り越えていく力が得られた。【今後の課題】夢見を受けとめる自我力をもったメンバーであ

ることが条件で、グループの作り方を慎重にする。また、グループで発表できる夢見を選んできても

らうこと、ファシリテータがメンバーの発言を受けとめ、支援することも重要である。 

同じ目的に向かって取り組む人々、同じ悩みを抱えた人々で、お互いをよく知り、人間

関係をつくる場合、新しい課題を考え、発想を生み出す必要のある場合に活用できる。「創

造的発想を必要とするプロジェクトに参加する企業人の研修」、「医療機関や福祉施設に

勤務する対人援助者を対象とした研修」、「高校生や大学生の自他理解を目的としたグループワーク」、「同

病者の集いなど同じ悩みを抱えた人々の人間関係づくり」、「夢分析に関心がある人々の体験演習」など。 


